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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筒状の受け具本体と受け具本体の一端に着脱自在に装着され、内部に歯磨き液を溜める
歯磨き液貯留部が形成された液溜めキャップを有し、受け具本体は、歯ブラシの把柄部が
嵌め入れ自在であり、且つ該把柄部と受け具本体内面との間に歯磨き液を前記液溜めキャ
ップへ流入させる液流入路が設けられており、前記液溜めキャップが受け具本体よりも太
い所定長さの有底筒状であって、その端部開口から内方へ受け具本体が嵌め入れられ、且
つ液溜めキャップの底部側外面が凸弧状となされている、歯磨き液受け具。
【請求項２】
　受け具本体の内面または該内面に対向する歯ブラシの把柄部外面に間隔をあけて軸方向
に伸びる複数の凸条が形成され、受け具本体内に歯ブラシの把柄部を挿入することで該把
柄部の外面または受け具本体の内面が前記凸条に圧接して把柄部が受け具本体に固定され
ると共に、隣り合う凸条間にそれぞれ液流入路が形成されることを特徴とする、請求項１
記載の歯磨き液受け具。
【請求項３】
　液溜めキャップと受け具本体がともに円筒状である、請求項１または請求項２記載の歯
磨き液受け具。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のうちのいずれか一項記載の歯磨き液受け具の本体に把柄部が嵌め
入れられている、歯磨き液受け具付き歯ブラシ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯磨きを行う際に、歯ブラシから歯磨き剤と唾液が混ざった歯磨き液が流れ
落ちないようにするための歯磨き液受け具およびこれを有する歯ブラシに関する。
【背景技術】
【０００２】
　歯磨きには、歯と歯茎の境界部分に斜め（約４５度の角度）に歯ブラシを当てて、左右
に振動させるバス法や歯ブラシを軽く歯に当てて、細かく振動させることによって、歯の
隙間の汚れを落とすスクラッビング法、或いは歯ブラシを歯茎から歯に向かって回転させ
るように動かすローリング法等、種々の磨き方があり、また使用する歯ブラシは通常、先
端から植毛部（ヘッド）、頸部（ネック）、把柄部（ハンドル）の３つの部分で構成され
ている。
【０００３】
　そして、歯磨きを行う場合、一般に予め歯ブラシの前記植毛部にペースト状の歯磨き剤
を付けて、前記把柄部を手で握って前述した種々の歯磨き法を用いて歯のブラッシングを
行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１９２６０６号公報
【特許文献２】特開２０１２－２４５３１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述した要領で歯磨きを行っていると、口腔内で歯磨き剤と唾液とが混ざった歯磨き液
が溜まると共に該歯磨き液が歯ブラシの植毛部から頸部、更には把柄部へと流れ落ちる。
そして、この際、歯ブラシを持っている手よりも肘を上げていないと前記液状の歯磨き剤
が手から前腕へと流れ落ち、また更には歯磨きを行っている人が着用しているパジャマ等
の衣服にも流下して該衣服を汚してしまうという不都合がある。また、歯磨き液が流れ落
ちた前述の前腕には歯磨き液の白い筋状の汚れが付着することから、歯磨き後においては
手や前腕を水やお湯で洗浄して前記汚れを洗い落さければならず、このような不都合によ
って歯磨きに煩わしさを感ずることも少なくないのが実情である。
【０００６】
　また、前述したような問題に対処するために、歯ブラシの頸部（ネック）部分等に小さ
な容器状のものを取り付けて、植毛部（ヘッド）から流れ落ちる歯磨き液を受けることも
考えられているが、これは歯磨き液を受けるためだけのものであって、歯磨きの際のブラ
ッシングを補助するような機能は全くなかった。
【０００７】
　本発明の目的は、歯磨き中に歯ブラシの植毛部から流れ落ちる歯磨き液を受けると共に
、歯磨きの際のブラッシングを容易に行うことができる、歯磨き液受け具およびこれを有
する歯ブラシを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１記載の本発明は、筒状の受け具本体と受け具本体の一端に着脱自在に装着され
、内部に歯磨き液を溜める歯磨き液貯留部が形成された液溜めキャップを有し、受け具本
体は、歯ブラシの把柄部が嵌め入れ自在であり、且つ該把柄部と受け具本体内面との間に
歯磨き液を前記液溜めキャップへ流入させる液流入路が設けられており、前記液溜めキャ
ップが受け具本体よりも太い所定長さの有底筒状であって、その端部開口から内方へ受け
具本体が嵌め入れられ、且つ液溜めキャップの底部側外面が凸弧状となされている歯磨き
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液受け具である。
なお、前記受け具本体の外形は、後述する円筒状の他、角筒状等、種々のものが含まれる
。
【０００９】
　受け具本体に対する液溜めキャップの装着手段は特に限定されないが、例えば凹凸嵌合
やネジ嵌合等が挙げられる。
【００１０】
　請求項２記載の本発明は、前記請求項１記載の歯磨き液受け具について、受け具本体の
内面または該内面に対向する歯ブラシの把柄部外面に間隔をあけて軸方向に伸びる複数の
凸条が形成され、受け具本体内に歯ブラシの把柄部を挿入することで該把柄部の外面また
は受け具本体の内面が前記凸条に圧接して把柄部が受け具本体に固定されると共に、隣り
合う凸条間にそれぞれ液流入路が形成されることを特徴とするものである。
【００１１】
　請求項３記載の本発明は、前記請求項１または請求項２記載の歯磨き液受け具について
、液溜めキャップと受け具本体がともに円筒状であることを特徴とする。
【００１２】
　請求項４記載の本発明は、前記請求項１～請求項３のうちのいずれか一項記載の歯磨き
液受け具の本体に把柄部が嵌め入れられている歯磨き液受け具付き歯ブラシである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る歯磨き液受け具は、その受け具本体内に市販の歯ブラシの把柄部を挿入す
るだけで該歯ブラシに容易に装着することができ、そして、該歯ブラシの植毛部に通常と
同様に、歯磨き剤を付けて歯磨きを行えば、使用者の口腔内の唾液と混ざって液状となっ
た歯磨き液が前記歯ブラシの植毛部から流れ落ちても該歯磨き液は当該受け具の本体内面
に設けられた液流入路を通って液溜めキャップ内へ流入して、その液貯留部に溜められる
ため、使用者の手や前腕、或いは衣服が歯磨き液によって汚れることがない。
【００１４】
　そのため、従来のように、使用者の手や前腕、或いは衣服が歯磨き液によって汚れるの
を防止するために、歯ブラシを持っている手よりも肘を上げながら歯磨きを行う必要がな
くなる。更に、本発明の歯磨き液受け具の使用者は、歯ブラシの細い把柄部を握らず、こ
れよりも太い受け具本体および液溜めキャップを握って歯のブラッシングを行なえるため
、前述した汚れ防止効果と相俟って歯磨きの煩わしさが一挙に解消されるという格別の利
点を有する。
【００１５】
　また、本発明に係る歯磨き液受け具によれば、前述した歯のブラッシング後に液溜めキ
ャップに溜まった歯磨き液は、当該キャップを受け具本体から外して傾けるだけで簡単に
排出でき、更に当該キャップと受け具本体はそれぞれ水道の蛇口から吐出する水で容易に
洗浄することができるため、メンテナンスも簡便である。
【００１６】
　この他、請求項２記載の歯磨き液受け具によれば、前述した種々の効果に加えて、複雑
な嵌合構造を用いることなく、受け具本体内に歯ブラシの把柄部を挿入だけで当該受け具
を歯ブラシに簡単に装着することができる。
【００１７】
　更に、本発明に係る歯磨き液受け具は、液溜めキャップが受け具本体よりも太い有底筒
状であって、その端部開口から内方へ前記液溜めキャップよりも細い受け具本体が嵌め入
れられている構造であるため、使用の際に当該受け具を手で握れば、その小指と薬指で太
い液溜めキャップ部分を把持することとなる結果、当該受け具の基端部分に相当する液溜
めキャップの底部が手のひらに安定的に固定され得ると共に、液溜めキャップよりも細い
受け具本体を親指、人差し指および中指の三本で把持することとなるため、当該歯磨き液
受け具を安定して楽に持つことができ、その結果、手が疲れずに歯のブラッシングが行え
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るという利点がある。
【００１８】
　また、前記液溜めキャップと受け具本体がともに円筒状である請求項３記載の歯磨き液
受け具および液溜めキャップの底部側外面が凸弧状となされている前記請求項１記載の歯
磨き液受け具では、手への馴染み性が更に向上することから、前述した種々の利点・効果
が更に高められ得る。
【００１９】
　更に、本発明の歯磨き液受け具は、安価に製造することができ、本願の請求項４記載の
歯ブラシと一体に製造・販売することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明に係る歯磨き液受け具およびこれを装着した歯ブラシの斜視図である。
【図２】図１における歯磨き液受け具を断面した図である。
【図３】図１におけるＡ－Ａ線断面図である。
【図４】本発明の他の実施形態に係る歯磨き液受け具を断面した図である。
【図５】本発明に係る歯磨き液受け具を手で握った状態の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　次に、本発明の実施形態を図面にしたがって説明するが、本発明はかかる実施形態に限
定されるものではない。
【００２２】
　図１～図３に示すように、本実施形態に係る歯磨き液受け具１は、筒状の受け具本体２
と受け具本体２の一端に着脱自在に装着され、内部に歯磨き液をＬ溜める歯磨き液貯留部
４が形成された液溜めキャップ３を有し、受け具本体２は、歯ブラシ５の把柄部６が嵌め
入れ自在であり、且つ該把柄部６と当該受け具本体２内面との間に歯磨き液を前記液溜め
キャップ３へ流入させる液流入路７を有するものである。
【００２３】
　本実施形態では、受け具本体２の内面に、周方向に間隔をあけて且つ軸方向に伸びる複
数の凸条８が形成され、受け具本体２内に歯ブラシ５の把柄部６を挿入することで該把柄
部６の外面が前記凸条８に圧接して把柄部６が受け具本体２内に固定されると共に、隣り
合う凸条８間にそれぞれ液流入路７が形成されるようになされている。
【００２４】
　なお、本実施形態では、前述した通り、受け具本体２の内面に間隔をあけて軸方向に伸
びる複数の凸条８を形成したが、該凸条８は歯ブラシ５の把柄部６の外面に形成しても良
い。
【００２５】
　また、本実施形態では、液溜めキャップ３が受け具本体２よりも太い有底筒状であって
、その端部開口３ａから内方へ受け具本体２の基端部２ａが嵌め入れられており、更に、
本実施形態では液溜めキャップ３と受け具本体２をともに円筒状とし、また、液溜めキャ
ップ３の底部側外面３ｂは本実施形態では凸弧状となされている。
【００２６】
　前記受け具本体２に対する液溜めキャップ３の装着構造は、本実施形態では、液溜めキ
ャップ３の内径を受け具本体２の外径と対応させ、且つ液溜めキャップ３の内底部３ｃ附
近を若干狭くすることで、受け具本体２の基端部２ａを液溜めキャップ３内に挿入すれば
、その内底部３ｃ附近で受け具本体２の基端部２ａが液溜めキャップ３内に当接して固定
されるようになされている。
【００２７】
　また、図４に示すように、前述した受け具本体２と液溜めキャップ３との嵌め込み嵌合
以外に、受け具本体２の基端部に雄ネジ１０Ａを形成する一方、液溜めキャップ３の内面
に雌ネジ１０Ｂを形成してネジ嵌合を行なう場合もある。
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【００２８】
　次に、図１～図４に示すように、本実施形態に係る歯磨き液受け具１の使用方法につい
て説明すると、予め上述した要領で受け具本体２の基端部２ａに液溜めキャップ３を装着
しておき、次に受け具本体２の先端開口部２ｂから歯ブラシ５の把柄部６を差し込むだけ
で該把柄部６が受け具本体２内の凸条８に当接して当該受け具本体２内に固定され、その
結果、歯ブラシ５に対する歯磨き液受け具１の装着が完了する。
【００２９】
　そして、図５に示すように、歯のブラッシングを行なうにあたっては、当該歯磨き液受
け具１を手Ｈで持って、通常と同様に歯ブラシ５を動かせば良い。
【００３０】
　この際、図５に示すように、当該歯磨き液受け具１を手Ｈで持った場合、小指１Ｆと薬
指２Ｆで太い液溜めキャップ３部分を把持することとなる結果、当該受け具１の基端部分
に相当する液溜めキャップ３の底部側外面３ｂが手のひら面ＨＦに安定的に固定され得る
と共に、液溜めキャップ３よりも細い受け具本体２を手Ｈの親指３Ｆ、人差し指４Ｆおよ
び中指５Ｆの三本で把持することとなるため、当該歯磨き液受け具１を安定して楽に保持
することができ、その結果、手Ｈが疲れずに歯のブラッシングが行える。
【００３１】
　また、本実施形態では、液溜めキャップ３と受け具本体２がともに円筒状であり、且つ
液溜めキャップ３の底部側外面３ｂが凸弧状となされているため、手Ｈへの馴染み性が更
に向上する。
【００３２】
　そして、当該歯磨き液受け具１の使用後において、前述した歯のブラッシングによって
液溜めキャップ３の歯磨き液貯留部４に溜まった歯磨き液Ｌは、当該キャップ３を受け具
本体２から外して傾けるだけで簡単に排出でき、更に液溜めキャップ３と受け具本体２は
それぞれ水道の蛇口から吐出する水で容易に洗浄することができる。
【００３３】
　なお、前述した実施形態においては、歯ブラシ５は、その把柄部６を通常の市販歯ブラ
シと同様に、長尺の長さとしたが、本発明はこれに限定されず、歯ブラシ５の頸部（ネッ
ク）の下側に短尺の把柄部を形成し、該部分と受け具本体２内に嵌め入れる構造としても
良い。また、その場合も短尺の把柄部と受け具本体２との間に液流入路７形成される。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明に係る歯磨き液受け具は、安価に製造することができ、しかも市販の歯ブラシに
容易に装着することができ、そして、歯のブラッジング時における歯磨き液を確実に受け
ると共に、前記ブラッシング動作を容易に行い得るため、衛生日用品の分野で幅広い利用
が期待できる。
【符号の説明】
【００３５】
　１　歯磨き液受け具
　２　受け具本体
　２ａ　受け具本体基端部
　２ｂ　受け具本体先端開口部
　３　液溜めキャップ
　３ａ　液溜めキャップ端部開口
　３ｂ　液溜めキャップ底部側外面
４　歯磨き液貯留部
　５　歯ブラシ
　６　把柄部
　７　液流入路
　８　凸条
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【要約】
【課題】　歯磨き中に歯ブラシの植毛部から流れ落ちる歯磨き液を受けると共に、歯磨き
の際のブラッシングを容易に行うことができるようにする。
【解決手段】　筒状の受け具本体２と受け具本体２の一端に着脱自在に装着され、内部に
歯磨き液を溜める歯磨き液貯留部４が形成された液溜めキャップ３を有する歯磨き液受け
具１であって、受け具本体２は、歯ブラシの把柄部６が嵌め入れ自在であり、且つ該把柄
部６と受け具本体２内面との間に歯磨き液を前記液溜めキャップ３へ流入させる液流入路
７が設けられている。
【選択図】　図２

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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